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(Collins & Postal 2012)との違いの問題を中心に取り上げる．
Abstract: Many languages in East and Southeast Asia exhibit an intensive use of pronoun substi-
tutes, such as kinship terms, that refer to speakers and addressees in the way that personal pronouns do
although they are not considered personal pronouns. The distribution of pronoun substitutes overlaps
substantially with that of address terms. This study thus provides an overview of previous studies on
pronoun substitutes and address terms in Thai, Burmese, Malay, Indonesian, Javanese and Korean and
covers the following issues: whether the two phenomena are distinguished, the terminology used for
them, their formal and semantic characteristics, their relation to personal pronouns and how pronoun
substitutes differ from the so-called “imposters” (Collins & Postal 2012) in English.
キーワード：代名詞代用，呼びかけ，人称代名詞，人称詞，なりすまし




* 本研究は JSPS 科研費 JP20H01255 の助成を受けたものである．本稿で用いる略号のうちライプ
ツィヒグロス規則にないものは，以下の通りである．HON: honorific; PART: particle
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表 1. 本稿の対象言語
言語 主な使用地域 系統 基本語順 形態類型
タイ語 タイ タイ・カダイ語族 SVO 孤立的




インドネシア語 インドネシア オーストロネシア語族 SVO 膠着的
ジャワ語 インドネシア オーストロネシア語族 SVO 膠着的















































に相当する上位範疇は，Conners, Brugman & Adams (2016)が people referring expression，Ewing &
Djenar (2019)が person termと呼んでいる．しかし，その他の文献には上位概念への言及は見出せな
かった．





このような曖昧性を排除するために，スニサー (2020)は代名詞代用表現に対して kham thEEn bu-rùt
sàp-pha-naamというタイ語の用語を提案している．
ビルマ語の先行研究 Okell (1969: 99)は，代名詞代用表現を personal referentと呼ぶ．岡野 (2019)
はこれを「人物指示詞」と訳している．人物指示詞は，名詞の下位分類でそこには人称代名詞も含ま
れる．従って，人物指示詞は代名詞代用表現に特化した用語ではない．
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表 2. 先行文献における用語
言語 代名詞代用 呼びかけ 文献
タイ語 kham-naam（名詞） kham-rîak（呼びかけ語） Navavan (2016)
– kham-rîak-khǎan（呼びか
け語）









呼称 呼びかけ 小野沢 (1996)
インドネシア語 pronoun substitute vocative McGinn (1991); Sned-





Alwi et al. (1998)
imposter use vocative use Conners, Brugman &
Adams (2016)
referring addressing, address term Ewing & Djenar (2019)
朝鮮語 pronominal substitute – Martin (1992)
imposter – Kim (2015)
日本語 代名詞的用法 呼格的用法 鈴木 (1973)
substitute（マレー語，朝鮮語），代名詞的用法（ビルマ語，日本語）がそれである．タイ語の先行研
究 Angkab (1972)は，代名詞代用表現という範疇は設けていないが，代名詞代用・呼びかけ表現の下
位分類に際して，foreign loan words as pronouns，titles as pronounsのような表現をしている．以下
は，代用という見方が反映された記述の抜粋である（強調は筆者が追加）．
The original set of pronouns has been expanded in Burmese by a rather big, probably open,
class of kinship, professional, and social terms that are used in the place of pronouns.
（ビルマ語，Jenny & San San Hnin Tun 2016: 52）
[. . . ] the use of second-person pronoun is a complicated matter. Because of this, kinship
terms, and titles are often used as substitutes（マレー語，Liaw 1999: 40）
Sebutan pangkat atau gelaran biasanya berfungsi sebagai ganti nama. （位や称号を述べ
ると普通，代名詞として機能する．）（マレー語，Asmah 2009: 88）
Certain sets of nouns are pronominally used to fill in the empty slots where “common”
personal pronouns are found unsuitable to express various delicate differences of reverence
－ 67 －
in terms of age and social status. （インドネシア語，Kaswanti Purwo 1984: 62）
代用という見方を西欧語文法の研究に影響された結果であると批判する向きもあるかもしれない




















































に敬称，肩書，親族名称が付いた形式がビルマ語 (Okell 1969: 99–101)とインドネシア語 (Conners,
Brugman & Adams 2016)で指摘されている．ビルマ語の例 (7)は職業上の肩書＋親族名称に由来す
－ 68 －
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(12) ibu – bu「母」，bapak – pak「父」，adik – dik「弟・妹」，kakak – kak「姉（・兄）」，abang – bang「兄」，
profesor – Prof「教授」，dokter – Dok「医者」
－ 69 －






























省略の頻繁な使用である (Cooke 1968; Theeraporn & Uehara 2012; Okell & Allott 2001: xv; Mintz


















「ブンリアンさん，どこに行ってきたの？」 (Cooke 1968: 16)
4 ただし，東インドネシアには短縮形が代名詞代用表現になる地域もある (Alwi et al. 1998: 260)．


















‘You are eating (off) the menu here ya.’ (Conners, Brugman & Adams 2016)
－ 70 －
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ルマ語の人称代名詞体系を整理したものである．藪も Okell (1969: 99–101)もこの表にはない相当数
の人称代名詞を代名詞代用表現とは別に列挙している．これらは話し手の性別や丁寧さの度合いなど




の人称代名詞体系を表 5 に示す．ジャワ語の場合，人称代名詞は表にあるものと 1 人称包括複数の
awake dheweoおよびインドネシア語からの借用と考えられる kitaに限られる．人称代名詞の数が多
いのは，敬語体系に合わせて独自の形式が発達したことによる．自称や対称にさまざまな形式が存











タイ語 【代名詞代用】khruu「先生」, nák-rian「生徒」, naay「主
人」, bàaw「召使い」, mǑO「医者」, mÊE-kháa「女性の物売
り」
Navavan (2016)
【呼びかけ】fEEn「恋人」, khon-khàp-rót「運転手」 Angkab (1972)
ビルマ語 shăyà「先生」, shăyàwùð「医者」, kòdÒ「僧侶，王族」, phóuðdýí
「僧侶」, wùðdýí「大臣」, hlÉshăyà「荷車運転手」
Okell (1969)
マレー語 cikgu「先生」, Dr.「医者，博士」, Dato’/Datuk「ダト（称
号）」, Haji「メッカ巡礼者（男性）」, Yang Arif「博学な方
（裁判官に用いる）」
野元 (2020)
インドネシア語 【代名詞代用】dokter「医者」, profesor「教授」, lurah「村
長」, kapten「大尉」【呼びかけ】sayang「愛しい人」, manis
「甘い人」, Tuan Dokter「医者様」, Pak Hakim「裁判官様」,
Ketua「長」
Alwi et al. (1998)
ジャワ語 profesor「教授」, dokter「医者」, suster「看護師」, prabu「王
様」, sultan「スルタン」, kyai「イスラーム教長老」, raden
「王族・貴族の子孫」
朝鮮語 sensayngnim「先生」, ponkica「本記者」, phansanim「裁判
官」
Kim (2015)
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表 5. ジャワ語の人称代名詞体系 (崎山 1989; レスタリ 2010)
人称 常体（ngoko） 丁寧体 尊敬語 謙譲語
独立形 接頭形 接尾形 （krama） （krama inggil） （krama andhap）
1 aku tak-, dak- -ku kula ingsun dalem, kawula
2 kowe ko(k)- -mu sampeyan (pa)njenengan











(16a)，この現象は親族名称 (16b)や一部の固有名詞でも観察される (岡野 2007: 39–40)．
(16) a. tCănÒ「私（男性用語）」→ tCănÔ=gò「私を」
b. Pămè「お母さん」 → Pămê=gò「お母さんを」

























「この手紙に｛あなた／*父｝はサインしなければならない．」 (Sneddon et al. 2010: 259)
7. なりすまし（imposter）











a. Daddy is enjoying himself/*myself.
b. Daddy and Mommy are enjoying themselves/ourselves on the beach.
(Collins & Postal 2012: 20)
この点に関して Kaufman (2014)は，インドネシア語では，代名詞代用表現を受けるのは同一の代



































































9 Zanuttini, Pak & Portner (2012)は，朝鮮語の代名詞代用表現を指令法（jussive）の節の主語に特徴
的な現象であるとしているが，Kim (2015)や Choi (2016)はなりすましであるとみなしている．
－ 74 －
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